


『スーホの白い馬』
大塚 勇三／再話　赤羽 末吉／絵　福音館書店　 Eア
スーホは、おばあさんとふたりで、ひつじをかってく

らしていました。ある夜、うまれたばかりの白い子馬を
みつけ、たいせつに育てます。やがてスーホは、たくま
しく育った馬にのって、町のけいば大会に出ます。

『にぐるま ひいて』
ドナルド・ホール／文 バーバラ・クーニー／絵

ほるぷ出版　 Eク
　父さんは、この１年間にみんなが作り、育てたものを
何もかもにぐるまにつみこんで、旅

たび
に出ます。そう、市

場に売りに行くのです。

『おばあさんのひこうき』
佐藤 さとる／作　小峰書店　 913サ

　おばあさんはあみものが大すきです。ある日、ちょう
のはねのもようのかたかけをあんでみようと思いました。
ところがなかなかあめません。あもうとすると、かたか
けがふわふわとうきあがるのです。そこでおばあさんは
すてきなことを思いつきました。

『日本のむかしばなし』
瀬田 貞二／文　のら書店　 913セ

　「むかしむかし…」からはじまるおはなしは、声をだ
して読んでみると、ことばのリズムも楽しめます。この
本の中には「花さかじい」や「三まいのおふだ」など 13
のおもしろいむかしばなしが入っています。
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